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初
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と
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3月 1日から片手に鞠華持。て寝転車やパイク

を還話すると 3万円以下の罰金を探せられる

7If長・加藤一太郎

φどなたも気軽に参加を
φ軽装、ズックすつが必安
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一一ハイウェイから転載一一

T告では3百年度から f脅少年強全育成モデル
地区制度j主主発足させ、すでに21主主区在指定
したが、昭和44年度も引きてコづき、新たに沼
地!SIを指定する準繍をi革めているb
あなたの地誌でこの指定を受げたいと脳つ

れたら、すぐ申請してほしい。
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ぶ
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関係留体の代表78名が.lkまうて〈任会環境の浄化を促進

する会〉が発足し、地域ぜーんよの人の参加を符て活動を

展開している、あなたの積極的主支援も…。
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日から百臼ぜき@ジアテロャの予防

接種の2殴包巡回を実施している。

吉らに 4Jl3日から 3呂田巡回主主
実施、 4月 2臼からは、

談者開始する.また、

24日まで、小児マヒむ主主ヲク投与を
実施すると発表した。

観対象・帯望者はどなたでも指導ヰに

応じるので、気軽にお出かけを.

翻巡E望日緩
3月158 (土} 豊田公民館
1- 24日間) 1日四之宮公民館
。20臼(火) 松原公民館
? 268 (氷} 須賀公民館
。27臼(木} 花水公民館
? 28日(金} 祭器公民館
~ 29臼(土〈富士見公民館
ク 318 (月〉 横内白地
臨時間・各会場とも午睡1持30分に
関崎ずる。

日醐休診の急患を救うため、年草壁

市医師会は東海道線It!克に交代診療

制度を申し合わせている。

輯覇1・第3臼曜日昔南側の尿器宅
調車2・第 4臼隅日は北側の医院が

原貝Ijとしてt世間に応ずるととになっ
ている。 rD呂田iであって都合によP
変更もある。日曜日はあ〈まで体診

日であ白、宣全般は緊急l_¥ll者に綴るj
とされている。

瞳共湾病院 “‘ (32局1950)
繍平癒市民病院 (32題001ラ〉
薗済生金病院 (31昂0520)
鶴谷謹鷲輯院 (21局古346)
翻倉田荷量ffi..... (21局ヲ570)

翻~，灘病磁 " (21隠0911)

4月14日金自公民館金問公民館
~ 1ラ日 中原公民館
l' 16臼旭公民館
。17白神田公民館
。18毘畳間公民館
。19臼花水公民館
v 21日 l呂田之閤公民館横内部

災担

• 22日 富士見公民館
~ 23日須潔公民館
。24臼 見知台武道場
機時間・各会場とも 13時30分~1う時

土沢中9-枝

松原公民館

八幡公民館

盤対韓・主主後51p.月から10か月の乳
1吊
4 Jl2日(水}
~ 3日(木)

~ 4日(金)

'" 5日(土)。7日 f月)
• 8日(火}
-9 9 B (万k)
• 10日{木〉
t-11日(金〉

'" 12日〈土}
? 23日 〈刀く〕
~ 248 (/1;) 
v 25日(金〉
1- 26日(土〉
多

金問公民館

中原公民館

土屋語公畏E官
加公民議官

諸沢小学校

金自公民館

東中原公民館

南原公民館

神田公民館

構内同期

花水公民館

須賀公民館

!lJ本浩員IJち中ん
やまもとひろ的自

古住所袖，.~寄 8-59 市内の

尚南金属(株)勤務の山本:活ー

さん (29) と妻美癌古ん (28)
色長男@生後4か月@身長60b1

部皇室 7・2刊人主関口Dしない浩ち
ゃん毎日、お母さんとテレピ

を30分ぐらい見てるのが好き。
母乳がよ〈出るので、粉ミルク

は使っていない。

お主主さんは、九州の延潟市出身

@お母さんま真鶴町の出身。

広報量圧に掲載するく赤ちゃ

ん〉今月は、応募61人白なp'か

盟対象・①日召43・5・1~43 ・ m ・

31臼までに生まれた赤ちゃんと生ま
れてから~回も接種し亡いないもの

は月、 3月、 4月の 3凹接種〉

@昭42'5 ・ 1~昭42. 10 ・31日の
出生者と昨年春に第 1朗を完了して

いるもの (1回接磁)

(2固め巡殴臼程)
3月15日土沢由 J 校旭:ミ毘鰭
合 17日 !日間ど自公民銘横内E韮

地

" 18日豊岡公民館八播会史館
" 19沼神尼公民時柏原公民館
" 20日須賀公民館花水公民館
'" 22日 見附台武道[号富士見公

民館

(3.苦品巡額回程)
4月 3白 金田公民マ完全臼公認2古

" 4臼中原0R:tti
" 5日土沢中 r一世想公民箆
.. 7日 !日四之宮公民、J 構内Bl

地

" 8臼撤回公民向八幡公民館
.. 9日神田公民恕松草公民館

.. 10日須麹公民;惣花町公民館

.. 11臼見附台武送主直二t見公
民館

錨時罪事。各会j豆とも131干30乃，...._..15持
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伍
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受
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亡
し
た
と
き
、
ゆ

一

昭
L
な
っ
た
場
合
は
、
部
品

2
5、次
の
点
に
き
て
一
塁
覇
空
謀
議
す
る

新
料
金
ば

一二

O

f甘

畏
f:1 

型
任

一。主

要虫
病問守，+
ドり pg 

い度
E苔犬革ま録と狂犬病予紡注射R程なに

l;は
'Jl 7 8・10時一12持古沢小Jア校 i fd 

! 一山』

~少 1土二島医ぺ公民館 I 士
.1行3時 1汚5時旭犬間留j所7計 I 頭
。 土沢農協支Ifr I ぷ，n 8臼・lC約一12時北全回丘協約時diI 滋

• 10時一15時金自公民館 | 与
』 ι2

.13時 15時金田公民館 h 

4月 108• lC時一12時7ifrl公民館
'10時一15時 j但公民館
.13時一15時間原公民館

4FJll日省 10時 12時 霊祭百i公民館
ク 賦島公民館

・13時一ISi時 構内会民貧富
ク 問符公民館

4九14日・ 10時 12時車中限公民
'10時一1ラ時 大久相公開
.13時一1ラ時 火神公見守司

I 4月1ラ日・ 10時 12時真土公民館
• 10時一1ラ時大野公民館
'13時一日時第3消防分間

H117日・ 10時一1官時神間公民館
ク l口gg之は公民館

4月18白・ 10時一15時花木会館あと
4 FJ21日・ 10時一12時艶2梢別分間

'10時 1ラ時開l消防分間
・13時一15時

4月228・10時一15時
~ 

子

宮

が

ん

検

今

分

)

一

野

公

民

館

(

口

問

5
什
昨
努
)
、
一
ら
い
た
と
と
普
の
こ
と
ば
を
贈
っ

j
i
n
V一
万
一
十
八
日
・
司
会
民
主
山
一
室
長
拙
(
打
開
葬
品
時
的
一
九

嗣

A
が

ん

の

中

古

、

い

ち

ば

ん

各

ー

一

一

一

一
時
i
m制
円
分
〉
、
泊
四
之
間
企
民
一
分
」

の

は

子

寓

が

ん

で

あ

る

と

い

わ

れ

目

匂

一

一

一
館
(
叩
時
加
分
3
M時
日
分
)
、
大
一

子
宮
が
ん
の
阜
開
発
見
と
活
聞
は
、
一

穴

切

な

乙

と

で

あ

る

。

一

衛
生
課
ゼ
一
は
、
摸
の
協
力
晶
弘
前
同
て
、
一

次
の
と
お
D
子
宮
が
ん
の
検
訟
を
実
施
一

白
い
比
抗
状
の
有
無
に
か
か
わ
ら
一

挙或ど脇欝喜賜
センターへ

尋汚から打ち掛けも使えます

な少年たちの

さ友だちとなる



乳
朝
間
即
日
h

逆
も
ど
h
p

醐

雄

一

襲

警

遺

書

長

雪

と

し

て

い

急

で

す

e

一

瞬
鮎
鞭
臨
臨
機
研
資
額

!

t

h

z

t

b

l

u

-
-
i
l
l
i
t
-
-
-
教
溝
橋
乙
の
よ
ヨ
な
と
き

-
Eジ
、
出

澱
鍾
で
鈍
っ
た
艶
捌
か
ら
お
ね
T

凡
さ
ん
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
∞

1
Z
ん
な
子
ど
も
i

い
い
子
に
な
っ
て
ね
」
と
語
い
き
目

撃
盗
塁
手
皇
に
甘
え
一
撃
で
も
乎
告
は
と
ま
ど
亘
ば
出

会
長
担
、
そ
れ
ま
き
と
D

か
り
甘
え
子
言
語
に
室
川

で
時
出
版
世
議
る
ζ

と
が
で
き
た
の
か
げ
て
も
ら
う
乙
と
、
筒
¥
出
世
も
刊

に
!
手
伝
っ
て
や
ら
な
い
と
晶
画
れ
っ
て
も
ら
っ
乙
と
、
か
わ
い
が
つ
口

な
く
昔
、
費
、
拐
事

Eも
て

2
2と
を
望
ん
お
る
の
山

ず
る
よ
つ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
で
す
か
ら
、
逆
も
ど
P
し
て
い
る
町

だ

警

の

蓄

に

応

じ

て

子

ど

も

の

中

!事
i

甘
え
る
戸
沖
持
者
満
足
さ
せ
な
が
ら
出

と
り
孟
乏
に
ー
い
っ
た
ん
習
い
少
し
ず
つ
自
立
さ
せ
て
い
く
こ
山

事
え
た
こ
と
が
で
き
?
と
一
が
大
切
で
す
。
「
問
中

な
く
な
っ
て
、
以
鼠
の
事
れ
初
期
開
場
砲
事
に
は
ひ
と
り
で
で
き
た
出

来
成
部
な
行
動
を
す
る
だ
被
融
制
邸
幣
習
で
し
ょ
な
ど
と
討
わ
∞

よ
つ
に
な
る
乙
と
を
退
警
鷲
翻

TH子
ど
も
が
ひ
と
同

行
と
い
い
ま
す
。
警
論
書
ら
り
で
弼
片
し
て
い
る
と
一

と
の
子
の
場
合
、
今
嬬
鶴
務
機
緩
議
鶴
喝
さ
宮
、
少
し
で
も
よ
れ
明

ま
で
ひ
と
D
っ

子

と

し

で

す

か

ら

そ

れ

か

み

め

日

て
弱
輔
の
聾
望
書
し
て
き
で
ζ
と
ほ
に
出
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
山

た

の

に

、

赤

ち

ゃ

ん

が

住

ま

れ

て

う

。

明

か
定
男
よ
り
も
赤
ち
わ
ん
の
ま
九
赤
ち
ゃ
ん
へ
白
誌
を
山

方
が
か
わ
い
が
ら
れ
て
い
る
よ
コ
や
わ
長
ぼ
る
た
め
に
1

お
か
あ
さ
口

語
じ
て
淋
台
強
っ
て
い
る
の
ん
は
揺
品
主
な
時
間
で
も
ち
叩

で
し
ょ
V
3
0

そ
し
て
、
己
れ
以
ム
と
の
子
主
ふ
た
旦
戸
占
げ
で
進
ん
だ
山

大
き
可
な
る
よ
白
一
矢
小
予
¥
な

D
お
掃
し
た
わ
一
ず
る
時
間
を
つ
く
口

っ
た
刀
が
か
わ
い
が
っ
て
も
ら
え
っ
て
い
れ
b
ん
き
た
い
も
の
で
す
。
出

る
と
本
能
的
に
噛
じ
て
、
自
分
が
「
私
も
諒
ち
ゃ
ん
も
同
じ
ょ
っ
に
仲

人
気
者
名
っ
て
い
た
小
さ
い
と
か
わ
い
が
ら
れ
て
い
る
」
と
い
一
フ
ぬ

き
の
や
り
手
哲
草
委
?
釘
霊
感
喜
た
せ
る
こ
と
ご

う
ち
に
取
り
入
れ
て
し
ま
ず
っ
と
い
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
叩

う
怒
り
で
す
。
決
つ
や
援
情
を
取
(
塑
高
7
笠
判
所
轡
日
。
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